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第１章  淡路島定住自立圏共生ビジョンの作成にあたって 

 

１．定住自立圏構想の概要 

 

わが国は、今後、総人口の減少及び少子化・高齢化の進行が見込まれています。今後は、三大都市圏

でも人口減少が見込まれていますが、特に地方においては、大幅な人口減少と急速な少子化・高齢化が

見込まれています。 

 このような状況を踏まえ、地方圏において安心して暮らせる地域を形成し、地方圏から三大都市圏へ

の人口流出を食い止めるとともに、三大都市圏の住民にもそれぞれのライフステージやライフスタイル

に応じた居住の選択肢を提供し、地方圏への人の流れを創出することが求められています。 

 そこで、複数の市町村が連携・協力して圏域を形成し、住民生活に必要な都市機能・生活機能を圏域

全体で確保し、圏域の一体的発展と定住人口の促進を図る取組として、定住自立圏構想が創設されまし

た。圏域を構成する自治体は、それぞれの魅力を活用して、ＮＰＯや企業といった民間の担い手を含め、

相互に役割分担し、連携・協力することにより、地域住民のいのちと暮らしを守るため、圏域全体で必

要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進してまいります。 

 

 

（総務省の公式サイトより抜粋） 

 

（※）淡路島定住自立圏においては、「近隣市町村」を「連携市」と表記しています。 
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２．定住自立圏及び市町村の名称等 

 

（１）定住自立圏の名称 

淡路島定住自立圏 

 

（２）定住自立圏を形成する市町村 

洲本市、淡路市 

 

 

３．淡路島定住自立圏におけるこれまでの取組 

 

（１）平成 24 年 10 月１日 

洲本市が中心市宣言を行いました。 

 

（２）平成 25 年３月 28 日 

洲本市と淡路市との間で、定住自立圏形成協定書の締結を行いました。 

 

４．ビジョンの位置付け・目的 

 

本ビジョンは、定住自立圏の形成に向けた具体的なアクションプランです。 

また、本ビジョンを圏域住民で共有することにより、共通の目的意識を持つとともに、圏域全体とし

ての一体感を高め、さらには、次のステップへ進むことをめざします。 
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５．ビジョンの期間 

 

本ビジョンで示す将来像の実現に向けた具体的な取組の計画期間は、平成 25 年度から平成 29 年度ま

での５年間とします。 

ただし、毎年度、所要の変更を行うものとします。 

 

６．ビジョンの進行管理 

 

 このビジョンは、策定後、具体的な取組の進捗状況を把握するとともに、取組の評価・検討を行い、

その結果を反映させていく「ＰＤＣＡサイクル（「計画（Ｐｌａｎ）」、「実施（Ｄｏ）」、「検証（Ｃｈｅ

ｃｋ）」、「改善（Ａｃｔｉｏｎ）」）に基づき、毎年度、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜PDCA サイクル＞ 

 

① ビジョンを策定する 

② 具体的な取組事業を着実に実施する 

③ 実施した取組事業の効果を KPI（重要業績評価指標）などにより

検証する 

④ 必要に応じて、ビジョンを改善する 

Plan 

（計画） 

Do 

（実施） 

Check 

（検証） 

Action 

（改善） 
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第２章  圏域の概況 

 

１．２市の概況 

 

 

  

面積 人口 老年人口比率 第１次産業 第２次産業 第３次産業 

182.48 ㎢ 47,254 人 28.6％ 11.2％ 23.1％ 62.8％ 

（資料：平成 22 年国勢調査） 

 

  洲本市は、淡路島の中央部に位置しており、本州と四国を結ぶ大動脈である神戸淡路鳴門

自動車道が南北を縦断するほか、島内の幹線である国道 28 号や主要地方道の県道洲本五色

線、鳥飼浦洲本線などが地域拠点間を結んでおり、交通要衝として重要な地位を占めています。 

総面積は 182.48 ㎢で、淡路島全体の約３割、県土の 2.2％を占めています。 

地形については、中央部の先山（標高 448ｍ）を中心にした山地が続き、その東側の洲本

市街地には平野が広がり、島内でも有数の流域面積を誇る洲本川が大阪湾に注いでいます。

また、西側の五色地域にはなだらかな丘陵地帯が広がっており、農業用ため池が点在してい

ます。地域内には、三熊山や五色浜など、瀬戸内海国立公園の指定地域として、豊かな自然

環境が維持されています。 

  東に大阪湾、西に播磨灘を臨む新市の気候は、温暖で降水量の比較的少ない瀬戸内海気候

に属しています。年間平均気温は 15.3℃、年間平均降水量は約 1,460mmとなっているほか、

日照時間は年間平均約 2,060 時間に達しています。 

【主な産業・経済】 

    ・農 業：たまねぎ、米、和牛（淡路牛）等 

  ・水産業：魚介類（ちりめん、サワラ、ウニ、アワビ）、海苔等 

・工 業：精密機器、弱電、鉄鋼業 

【観光・文化・歴史等】 

・観 光：海水浴場（大浜海水浴場、新都志海水浴場）、洲本温泉、 

高田屋嘉兵衛公園、立川水仙郷等 

・歴史・文化：洲本城、高田屋顕彰館（菜の花ホール）等 

    

（洲本城）             （高田屋嘉兵衛公園） 

洲本市 
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面積 人口 老年人口比率 第１次産業 第２次産業 第３次産業 

184.28 ㎢ 46,459 人 32.4％ 17.4％ 21.2％ 60.0％ 

（資料：平成 22 年国勢調査） 

 

  淡路市は、淡路島の北部から中部に位置しており、東に大阪湾、西に播磨灘を臨み、総面

積 184.28 ㎢を有し、淡路島全体の約３割を占めています。また、東西の距離は、23.7km、

南北は 21.9km です。本州と四国を結ぶ大動脈・神戸淡路鳴門自動車道が南北を貫通するほ

か、大阪湾沿いに国道 28 号、播磨灘沿岸に県道福良江井岩屋線、東西軸として県道北淡東

浦線、県道津名一宮線などが各集落を結んでいます。 

地形は、旧津名・東浦町境の妙見山（標高 522ｍ）をはじめとして、地域の中央部を南北

に貫く高原地帯が広がっていますが、西側はなだらかな斜面となっています。 

河川については、山間・丘陵地を源流に、まとまった流域を有する河川が少ないのが特徴

で、その分、貯水用のため池が数多く見られます。 

自然環境については非常に恵まれた地域であり、夏の海水浴シーズンには、京阪神をはじ

め各地から多くの観光客が押し寄せます。 

気候は、温暖で降水量の比較的少ない瀬戸内海気候に属しており、年間平均気温は、15～

17℃、年間平均降水量は年度や地域によって差がありますが、概ね 1,500mm 前後となって

います。 

【主な産業・経済】 

    ・花き栽培をはじめとした農業や畜産業 

    ・生産高日本一を誇る線香製造業 

【観光・文化・歴史等】 

・「国生み神話」のイザナギ・イザナミの尊をまつった「伊弉諾神宮」、 

弥生時代わが国最大規模の鍛冶工房跡「五斗長垣内（ごっさかいと）遺跡」 

 

      

（明石海峡大橋）             （五斗長垣内遺跡） 

  

淡路市 
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２．洲本市と淡路市の人口及び人口動態の経年変化 

 

（１）人口の経年変化 

 

（資料）国勢調査（単位：人、％） 

圏域計 構成比

総数 54,826 57,650 112,476 100.0%

0～14歳 11,485 11,444 22,929 20.4%

15～64歳 35,070 36,242 71,312 63.4%

65歳以上 8,271 9,964 18,235 16.2%

総数 55,048 56,305 111,353 100.0%

0～14歳 11,063 10,738 21,801 19.6%

15～64歳 35,116 35,172 70,288 63.1%

65歳以上 8,869 10,395 19,264 17.3%

総数 54,049 54,643 108,692 100.0%

0～14歳 9,707 9,662 19,369 17.8%

15～64歳 34,544 33,861 68,405 62.9%

65歳以上 9,796 11,120 20,916 19.3%

年齢不詳 2 － 2 0.0%

総数 52,839 53,235 106,074 100.0%

0～14歳 8,454 8,421 16,875 15.9%

15～64歳 33,268 32,420 65,688 61.9%

65歳以上 11,117 12,394 23,511 22.2%

総数 52,248 51,884 104,132 100.0%

0～14歳 7,632 7,275 14,907 14.3%

15～64歳 32,227 30,681 62,908 60.4%

65歳以上 12,389 13,928 26,317 25.3%

総数 50,030 48,879 98,909 100.0%

0～14歳 6,923 6,042 12,965 13.1%

15～64歳 30,240 28,349 58,589 59.2%

65歳以上 12,867 14,488 27,355 27.7%

総数 47,254 46,459 93,713 100.0%

0～14歳 6,109 5,377 11,486 12.2%

15～64歳 27,608 26,020 53,628 57.2%

65歳以上 13,484 15,062 28,546 30.5%

年齢不詳 53 － 53 0.1%

平
成
２
２
年

平
成
７
年

平
成
１
２
年

平
成
１
７
年

平
成
２
年

昭
和
５
５
年

定住自立圏
洲本市 淡路市

昭
和
６
０
年
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（２）人口動態の経年変化 

 

（資料）洲本市の自然動態は「人口動態統計」から、社会動態は「住民基本台帳」から、 

    淡路市は、いずれも兵庫県市町村別毎月人口推計調査（各年） （単位：人） 

  

人

口
動
態

自
然
増
減
数

社
会
増
減
数

人

口
動
態

自
然
増
減
数

社
会
増
減
数

人

口
動
態

自
然
増
減
数

社
会
増
減
数

平成22年 △ 549 △ 262 △ 287 △ 632 △ 453 △ 179 △ 1,181 △ 715 △ 466

平成23年 △ 664 △ 301 △ 363 △ 525 △ 398 △ 127 △ 1,189 △ 699 △ 490

平成24年 △ 574 △ 310 △ 264 △ 610 △ 451 △ 159 △ 1,184 △ 761 △ 423

平成25年 △ 656 △ 340 △ 316 △ 565 △ 406 △ 159 △ 1,221 △ 746 △ 475

平成26年 △ 516 △ 319 △ 197 △ 536 △ 470 △ 66 △ 1,052 △ 789 △ 263

洲本市 淡路市 定住自立圏
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３．洲本市と淡路市の将来推計人口（趨勢人口） 

 

（１）将来推計人口（趨勢人口） 

 

（資料）国立社会保障・人口問題研究所（単位：人） 

 

（２）将来推計人口（年齢３区分別の趨勢人口） 

 

（資料）国立社会保障・人口問題研究所（単位：人） 

  

平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年 平成57年

洲本市 44,267 41,050 38,044 35,275 32,530 29,803 27,099

淡路市 43,648 40,787 37,938 35,182 32,502 29,848 27,264

定住自立圏 87,915 81,837 75,982 70,457 65,032 59,651 54,363

44,267 41,050 38,044 35,275 32,530 29,803 27,099

0～14歳 5,250 4,334 3,699 3,185 2,923 2,637 2,298

15～64歳 24,280 21,798 19,857 18,095 16,095 13,982 12,333

65歳以上 14,737 14,918 14,488 13,995 13,512 13,184 12,468

43,647 40,787 37,938 35,183 32,502 29,849 27,264

0～14歳 4,690 4,086 3,574 3,143 2,850 2,606 2,367

15～64歳 22,980 20,626 18,852 17,411 15,895 14,135 12,654

65歳以上 15,977 16,075 15,512 14,629 13,757 13,108 12,243

87,914 81,837 75,982 70,458 65,032 59,652 54,363

0～14歳 9,940 8,420 7,273 6,328 5,773 5,243 4,665

15～64歳 47,260 42,424 38,709 35,506 31,990 28,117 24,987

65歳以上 30,714 30,993 30,000 28,624 27,269 26,292 24,711

定
住
自
立
圏

平成32年平成27年

洲
本
市

淡
路
市

平成37年 平成42年 平成47年 平成52年 平成57年
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（資料）地域経済分析システム（RESAS） 
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４．洲本市と淡路市の各「後期総合基本計画」に示すまちづくりの方向性 

 

（洲本市） 計画期間：平成 25 年度～平成 29 年度 

 

 

（淡路市） 計画期間：平成 24 年度～平成 28 年度 

   

（将来像） 

  笑顔あふれる生活交流拠点・洲本 

  ～みんなでつくる元気な“すもと”～ 

 

（３つの重点方向） 

・人口減少対策として、定住の促進を積極

的に進めます 

・再生可能エネルギーを積極的に活用し、

新しい環境循環型社会の形成をめざし

ます 

・安全・安心な生活環境の構築をめざし、

医療、介護、予防、住まいなどの生活支

援サービスの充実に努めます 

 

（将来像） 

豊かな自然と文化、太陽の光に包まれ、

人々の笑顔があふれる淡路のウェルカム

シティ 

 

（４つの基本理念） 

  ・人と人、自然、歴史が共に生きる 

まちづくり 

・自立と協働によるまちづくり 

・「安全・安心」重視のまちづくり 

・地域資源を活かした創意工夫による 

まちづくり 
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５．洲本市への都市機能の集積状況及び利用状況等 

 

公共施設等による各種サービス機能、中核的な医療機関、教育・文化施設、産業・観光施設、

情報化推進施設、その他行政及び民間分野における洲本市の都市機能の集積状況は、概ね以下

の通りであり、定住自立圏を形成する中心地域としての機能が確保されています。 

 

 

□ 医療機関 

 ○ 兵庫県立淡路病院の利用状況（平成２３年度）          （単位：人） 

利用区分 患者数（合計） 洲本市民 その他 

外 来 189,402 75,761 113,641 

入 院 132,993 53,197 79,796 

資料：兵庫県立淡路病院 

 

 ○ 洲本市応急診療所の利用状況（平成２３年度）          （単位：人） 

受診者数（合計） 洲本市民 淡路市民 南あわじ市民 その他 

2,392 1,751 230 219 192 

資料：洲本市健康福祉部サービス事業所 

 

 ○ 洲本市五色診療所の利用状況（平成２３年度）          （単位：人） 

受診者数（合計） 洲本市民 淡路市民 南あわじ市民 その他 

30,324 29,256 950 108 10 

資料：洲本市健康福祉部サービス事業所 

 

□ 教育・文化施設 

 ○ 洲本市立洲本図書館の利用状況（平成２３年度）       （単位：人、冊） 

登録者数（平成 23 年度登録者数） 貸出者数 貸出冊数 

  33,620（845） 55,054 228,772 

資料：洲本市教育委員会社会教育課 

 

 ○ 洲本市立五色図書館の利用状況（平成２３年度）       （単位：人、冊） 

登録者数（平成 23 年度登録者数） 貸出者数 貸出冊数 

6,133（216） 21,526 113,282 

資料：洲本市教育委員会社会教育課 
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○ 洲本市立淡路文化史料館の利用状況（平成２３年度）       （単位：人） 

入館者数（合計） 有料入館者数 無料入館者数 研修室利用者数 

12,149 3,880 844 7,425 

資料：洲本市教育委員会社会教育課 

 

 ○ 洲本市市民交流センターの利用状況（平成２３年度）       （単位：人） 

利用者数（合計） 本館 プール 野球場 陸上競技場 

153,277 79,467 29,336 20,138 24,336 

資料：洲本市教育委員会社会教育課 

 

 ○ 洲本市文化体育館の利用状況（平成２３年度）          （単位：人） 

利用者数（合計） ホール アリーナ 道場 会議室等 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ 

269,844 55,952 75,074 12,503 82,388 43,927 

資料：洲本市教育委員会体育保健課 

 

 ○ 五色台運動公園（アスパ五色）の利用状況（平成２３年度）    （単位：人） 

利用者数（合計） 体育館 屋外 パークゴルフ場 

144,774 21,079 111,335 12,360 

資料：洲本市教育委員会体育保健課 

 

□ 産業・観光施設 

 ○ 洲本市観光客数（平成２３年度）                （単位：人） 

観光客数（合計） 宿泊客数 日帰り客数 

1,083,203 578,135 505,068 

資料：洲本市企画情報部商工観光課 

 

 ○ 洲本アルチザンスクエア（洲本市民工房）の利用状況（平成２３年度）（単位：人） 

利用者数（合計） 

8,679 

資料：洲本市企画情報部商工観光課 

 

 ○ 洲本市由良交流センター(エトワール生石)の利用状況(平成２３年度) （単位：人） 

利用者数

（合計） 
宿泊数 

体験加工

室 

地域漁法

等体験室 
ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ BBQ 広場 その他 

8,578 3,957 439 249 1,040 1,443 1,450 

資料：洲本市農林水産部農林水産課 
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 ○高田屋嘉兵衛公園(ウェルネスパーク五色)の利用状況（平成２３年度） （単位：人） 

利用者数

（合計） 

浜千鳥 ﾚｽﾄﾗﾝ 会議室等 ﾛｸﾞﾊｳｽ ﾃﾆｽｺｰﾄ ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ 

6,357 45,015 3,545 12,939 6,399 11,478 

356,329 
ゆーゆーﾌｧｲﾌﾞ 菜の花ﾎｰﾙ 洋ﾗﾝｾﾝﾀｰ 夢工房 GOGO ﾄﾞｰﾑ その他 

140,707 6,319 37,546 17,351 16,850 51,823 

資料：洲本市農林水産部農政課 

 

□ 情報化推進施設 

 ○ 洲本市ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）及びＣＡＴＶ－インターネットの加入状況 

（平成２４年６月末現在）                 （単位：世帯数） 

ＣＡＴＶ ＣＡＴＶ－インターネット ＣＡＴＶ－インターネット加入者は 

ＣＡＴＶ加入者であることが必須要件 17,917 3,280 

資料：洲本市企画情報部情報課 

 

□ 路線バス運輸状況（市補助分） 

 ○ 路線バス（市補助分）の利用状況（平成２３年度）        （単位：人） 

路線名 利用者数（合計） 

都志線（洲本バスセンター ⇔ 湊） 15,666 

都志線（洲本バスセンター ⇔ 都志） 25,160 

鳥飼線（洲本バスセンター ⇔ 湊） 25,114 

長田線（洲本バスセンター ⇔ 湊） 28,528 

鮎原線（広石 ⇔ 志筑） 16,975 

上灘線（由良保育園前 ⇔ 来川） 2,546 

資料：洲本市企画情報部企画課 

 

□ 神戸淡路鳴門自動車道利用状況 

 ○ 洲本インターチェンジの利用台数（平成２３年度）        （単位：台） 

入口台数 出口台数 

総数 １日平均 総数 １日平均 

1,073,977 2,934 1,128,783 3,084 

資料：本州四国連絡高速道路株式会社 鳴門管理センター 
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 本市に対して従業または通学する就業者数および通学者数を常住する就業者数および通

学者数で除して得た数値が０．１以上である市町の名称 

 

市名 

常住する就業者数 

及び通学者数（Ａ） 

（人） 

本市への就業者数 

及び通学者数（Ｂ） 

（人） 

通勤通学割合 

（Ｂ／Ａ） 

淡路市 18,602 2,394 0.129 

南あわじ市 19,620 3,838 0.196 

資料：平成２２年国勢調査数値 
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第３章  圏域の将来像 

 

１．定住自立圏の形成に向けた基本的な考え方 

 

（１）定住自立圏構想の趣旨に基づき、定住及び交流人口の増加を最優先目標とします。 

    そして、そのために必要な施策の充実を図ります。 

（２）定住自立圏の形成に向けて、２市それぞれの個性ある地域づくりを基本とします。 

その上で中心市である洲本市の人材、技術、情報発信力、機能集積等を圏域内で共有し、

２市が持つ地域資源の連携・活用に取組みます。 

（３）中心市である洲本市は、圏域の発展を支える都市機能の集積をより一層、量的・質的

に向上を図り、リーダーシップを発揮しながら、圏域住民の暮らしやすさの向上や圏域

全体の活性化といった大きな視点から連携施策を検討し、実行します。 

（４）圏域を構成する２市が、あらゆる分野において、各種の施設等を揃えることは困難で

あるため、圏域内の役割分担とネットワークの強化により、圏域全体のレベルアップを

図るよう努めます。 

 

  ２．中心市宣言書に記した圏域の将来像（抜粋） 

 

洲本市は、瀬戸内海に浮かぶ淡路島のほぼ中央部に位置しており、中世以後淡路地域の

政治、経済、文化の中心として発展してきました。淡路島は気候風土が穏やかで、山海の

幸に恵まれ、万葉の時代には朝廷に食材を献上する「御食国（みけつくに）」であり、現

在も風光明媚な自然や豊かな食を求めて多くの観光客が訪れる観光地としても知られて

います。また、洲本市の中心に、明治、大正期に建てられた紡績工場のレンガ建物が、レ

ストランや図書館などに姿を変え、近代化産業遺産を今に伝えています。 

淡路島は今、急速に進む人口減少、少子高齢化、経済の低迷など、一つの自治体では対

応困難な課題に直面しています。こうした中、兵庫県、淡路島三市が共同で「あわじ環境

未来島特区」を国に申請し、平成 23 年 12 月 22 日に国の地域活性化総合特区に指定され

ました。「あわじ環境未来島特区」は、「生命つながる環境の島」として、「エネルギーの

持続」「農と食の持続」「暮らしの持続」の三つの柱を掲げ、エネルギー、農と食、暮らし

の３つの分野で淡路島の可能性を引き出し、地域の自立力・持続力を高めていくための

様々な取組を出来ることから進め、国内や国内外の先進的モデルとなる地域づくりを推進

することとしています。 

こうした特区の事業を更に推進し、また、人口減少、少子高齢化、経済の低迷といった

課題に取り組むために、国が掲げる定住自立圏構想の下、本市を中心市として「淡路島定

住自立圏」を形成し、連携する市と役割を分担・協力しながら暮らしに必要な生活機能を

確保し、活力・魅力ある淡路島を実現していくことをここに宣言します。 
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３．圏域づくりの目標 

 

（１）安心・便利な環境づくり 

  ・医療環境が充実するとともに、災害や犯罪が少なく、安全で便利な地域の中で、誰も

が健康で安心して暮らし続けられる圏域をめざします。 

・移動の自由を確保するため、公共交通の利便性を高めるとともに、充実した生活サー

ビスが利用できる圏域をめざします。 

・情報通信環境を充実し、デジタル・ディバイドの解消に努めることで、情報アクセス

の利便性向上をめざします。 

 

 （２）田舎暮らしの推進、人口減少・少子高齢化への対応 

   ・都市部在住の人を対象に、田舎暮らしを進めるため、地域の魅力を向上し、定住・定

着が可能な圏域をめざします。 

   ・子育て世代に対する支援制度を充実し、安全で安心して暮らせる圏域をめざします。 

 

（３）地域の活力増進、歴史・文化などの継承 

・農業、漁業、商業、工業、観光業等の活力を増進し、地域で働く人々の力を結集する

ことで、付加価値を生み出し続ける圏域をめざします。 

・低炭素社会の構築をめざし、環境に負荷をかけないやさしい社会づくりをめざします。 

・歴史・文化・伝統を継承・活用し、個性豊かな文化を創造する圏域をめざします。 

 

（４）自立・協働の促進 

・地域のコミュニティ活動や市民活動を活発に行うことで、住民が主体的にまちづくり

に取り組める圏域をめざします。 

・行政、市民、ＮＰＯなどが相互に役割分担しながら、共通の目標に向かってまちづく

りに取り組む圏域をめざします。 

 

４．定住自立圏形成への３つの視点 

 

圏域づくりの目標を具現化するため、定住自立圏構想の「集約とネットワーク」の考え方

を基本として、以下の３つの視点から、人口定住のために必要な生活機能を確保します。 

（１）「生活機能の強化」として、生活・暮らしに必要な機能の確保をめざします。 

（２）「結びつきやネットワークの強化」として、連携・協力による圏域全体の活性化を図

ります。 

（３）「圏域マネジメント能力の強化」として、地域を牽引し、圏域全体のことを考えた政

策・立案が可能な人材を確保・育成します。  
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第４章  具体的な取組 

 

１．記載にあたっての留意事項 

 

定住自立圏の将来像については、当該定住自立圏における行政及び民間分野に係る都市機能

の集積状況の現状等を記載した上で、定住自立圏全体で人口定住のために必要な生活機能を確

保するため、自立のための経済基盤を培い、地域の活性化を図るという観点から、当該定住自

立圏の将来像を提示することが求められています。 

 そのため、定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組として、以下に定住自立圏形成

協定において規定された事項に基づき、洲本市（次ページ以降の「甲の役割」を担います。）

と淡路市（次ページ以降の「乙の役割」を担います。）が連携して推進していく具体的取組の

内容を記載します。 

なお、取組の記載にあたっては、具体的内容や実施スケジュール等に加えて、関連する市の

名称及び根拠とする各定住自立圏形成協定等の規定を明確にするとともに、予算措置を伴うも

のにあっては、総事業費や各年度の事業費等の見込みも含めて記載しています。 
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２．生活機能の強化 

 

（１）医療 

 

（協定の内容） 

地域医療体制の

充実 

取組の内容 

 圏域内の限られた医療資源を有効に活用し、地域医療体

制の強化を図るため、圏域内の各医療機関相互の役割を明

確にし、連携強化を促進する。 

 特に、小児救急医療について、輪番担当医院及び洲本市

応急診療所並びに兵庫県立淡路病院（兵庫県立淡路医療セ

ンター）との役割分担と連携の確立に努める。 

甲の役割 

(１) 兵庫県立淡路病院（兵庫県立淡路医療センター）と

圏域内医療機関の機能分担による相互の役割を明確に

し、連携強化を促進する。 

(２) 夜間・休日における小児救急医療体制を維持し、継

続するため、必要に応じた支援を行う。 

乙の役割 

(１) 甲と共同し、兵庫県立淡路病院（兵庫県立淡路医療

センター）と圏域内医療機関の機能分担による相互の役

割を明確にし、連携強化を促進する。 

(２) 甲と共同し、夜間・休日における小児救急医療体制

を維持し、継続するため、必要に応じた支援を行う。 

（取り組む事業） 

事業名 地域医療体制の充実 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

輪番担当医院及び洲本応急診療所で以下の業務を行う。 

・夜間小児救急の運営（輪番担当医院及び洲本応急診療所） 

・休日小児救急の運営（輪番担当医院及び洲本応急診療所） 

【成果】 

夜間及び休日における小児救急医療を輪番担当医院及び洲本応急診療所で確保すること

で、安定した初期救急医療の体制が確保される。また、２次・３次救急医療の役割を担う兵

庫県立淡路医療センターの負担軽減につながる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○夜間及び休日小

児救急の運営並

びに小児夜間救

急電話センター

の運営 
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事業費（千円） 

・夜間小児救急の

運営 

・休日小児救急の

運営 

 

31,494 

 

4,122 

 

34,526 

 

4,240 

 

34,606 

 

4,240 

 

35,536 

 

3,925 

 

37,000 

 

4,300 

 

173,162 

 

20,827 

事業費（千円） 35,616 38,766 38,846 39,461 41,300 193,989 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

  【県】小児救急医療相談窓口運営費補助事業（補助率２／３） 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 夜間小児救急の開設日（夜間の救急医療体制の維持） 

指標② 休日小児救急の開設日（休日の救急医療体制の維持） 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（日） － － － 365 365  

実績（日） － － －    

指標② 
目標（日） － － － 70 70  

実績（日） － － －    
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（２）教育 

 

（協定の内容） 

図書館図書の貸

出返却の利便性

の向上 

取組の内容 

 圏域内の図書館における相互利用のため、図書館資料の

物流や蔵書管理検索システムの統合を検討し、圏域住民が

どこでも利用しやすい図書館サービスの環境整備を推進す

る。 

甲の役割 
 蔵書管理検索システム及び図書の貸出返却便の検討を行

う。 

乙の役割 
 甲と共同し、蔵書管理検索システム及び図書の貸出返却

便の検討を行う。 

（取り組む事業） 

事業名 図書館図書の貸出返却の利便性の向上と魅力ある図

書館づくり 

連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

①貸出返却体制の充実 

②図書館システム統合検討 

③魅力ある図書館づくり 

【成果】 

現在、自市を通じて他市の図書を貸借する場合、島内では月２回、県内では月１回となっ

ているが、図書館蔵書管理検索システムを統合することで、圏域内にある図書館の利用促進

に努める。 

また、魅力ある図書館づくりを行うため、蔵書の充実、ならびに読み聞かせの機会増加や

図書館まつりなどを行うことで、サービスの充実を図る。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○貸出返却便の検討 

○システム統合調

査・研究・実施 

○魅力ある図書館づ

くり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

事業費(千円) 

・調査･研究費 

・図書館づくり 

 

0 

0 

 

0 

0    

 

   0 

27,122 

 

0 

27,800 

 

0 

32,800 

 

0 

87,722 

事業費（千円） 0 0 27,122 27,800 32,800 87,722 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 
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【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 システム導入費、魅力ある図書館づくりの経費については、各市が負担。 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 個人貸出登録者数 

指標② 蔵書冊数 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － 77,000 78,700  

実績（人） － － －    

指標② 
目標（冊） － － － 597,000 613,000  

実績（冊） － － －    
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（協定の内容） 

文化・スポーツ

施設の相互利用

ネットワークの

構築 

取組の内容 

 圏域内の文化・スポーツ施設の相互利用ネットワークに

ついて、同種施設ごとのシステムの検討及び構築を行い、

利用者へのサービスの向上を図る。 

甲の役割  ネットワークのシステム内容の検討及び構築を行う。 

乙の役割 
 甲と共同し、ネットワークのシステム内容の検討及び構

築を行う。 

（取り組む事業） 

事業名 文化・スポーツ施設の相互利用増進事業 連携市名 

事業概要  洲本市 

淡路市 ・文化・スポーツ施設で交流イベントを実施し、利用増進を図る 

【成果】 

圏域内の住民をはじめ、圏域外の利用者も対象に、文化・スポーツ活動の交流イベントを

実施し、参加を促すことで、各施設の利用増進を図る。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○交流イベントの実施       

事業費(千円) 

・交流イベント事業費 

 

0 

 

0 

 

200 

 

200 

 

4,000 

 

4,400 

事業費（千円） 0 0 200 200 4,000 4,400 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 ・交流イベントを通して、各市の施設に親しんでいただく機会を提供するとともに、両市

の魅力を全国に発信することで、経済面での波及効果をめざす。 

さらに、施設の相互利用・利便性の向上を図るため、ネットワークの検証にも努める。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 交流イベントの参加者数 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － 1,000 1,500  

実績（人） － － －    
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（取り組む事業） 

事業名 文化・スポーツ施設の相互利用ネットワークの構築 連携市名 

事業概要  
洲本市 

淡路市 
・同種施設ごとのネットワークのシステム内容の検討・構築 

・利用料金の統一検討 

【成果】 

圏域内の住民すべてに文化活動・スポーツ活動の参加機会を提供し利用者へのサービス向

上を図ることで、圏域の人づくりとまちの活性化が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○システム整備方針の検討 

○システム整備計画策定 

○事業実施 

 

 

 

     

事業費(千円) 

 ・調査研究費 

 ・システム開発整備委託費 

 ・システム維持管理費 

 

 

 

100 

 

 

 

 

 

 

2,000 

 

 

 

 

500 

 

100 

2,000 

500 

事業費（千円） 0 100 0 2,000 500 2,600 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

  ・連携市共同でのシステム整備課題、方針の検討および構築 

・システム開発整備委託経費については、連携市相互負担とする。 

（負担割合については今後検討） 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 両市各施設職員の運営委員会等開催回数 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － 1 3  

実績（人） － － －    
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（３）産業振興 

 

（協定の内容） 

淡路島観光推進

事業 

取組の内容 

 淡路島ブランドを全面に出して、圏域として連携した取

組により競争力を高め、観光客の来訪及び滞在の促進を図

る。 

甲の役割 
 関係団体等と連携及び調整を行い、圏域内の情報発信又

は観光の振興を図る。 

乙の役割  甲と共同し、圏域内の情報発信又は観光の振興を図る。 

（取り組む事業） 

事業名 淡路島観光推進事業 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

①淡路島ブランドで売り出す事を前提に、淡路島観光協会を通じ、１市

域ではなく、複数市が連携した取組により競争力を高め、観光客の来

訪及び滞在の促進を図る。 

②平成２８年４月に、３市で申請したストーリーが「日本遺産」に認定

されたので、複数市と関係団体で組織する「淡路島日本遺産員会」の

取り組みを支援し、地域の伝統・文化を国内外に発信し、地域の活性

化・観光振興を図る。 

【成果】 

 観光客の増加を通じた地域経済の活性化が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

観光協会事業 

 ○淡路島観光 

協会負担金 

○HP などでの 

情報発信強化 

日本遺産事業 

 ○淡路島日本遺

産委員会負担

金 

      

・淡路島観光 

協会負担金 

 ・観光圏事業 

 ・誘客キャンペ

ーン 

25,000 

 

2,000 

25,000 

 

2,000 

4,000 

25,000 

 

2,000 

 

25,000 

 

2,000 

6,000 

 

25,000 

 

2,000 

6,000 

 

125,000 

 

10,000 

16,000 
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 ・淡路人形協会

負担金 

 ・ひょうごツー

リズム協会負

担金 

 ・県外客誘致促

進協議会負担

金 

 ・淡路島日本遺

産委員会負担

金 

2,393 

 

520 

 

 

600 

 

 

1,000 

2,393 

 

520 

 

 

600 

 

 

1,000 

4,786 

 

1,040 

 

 

1,200 

 

 

2,000 

事業費（千円） 27,000 31,000 27,000 37,513 37,513 160,026 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 観光客入込数 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － 13,000,000 13,000,000  

実績（人） － － －    
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（協定の内容） 

淡路島ブランド

の構築やＰＲ 

取組の内容 

 あわじ環境未来島構想に掲げる「農と食の持続」を基本

コンセプトに、圏域内の農畜水産物・加工食品の生産、流

通、消費、観光が両市一体となって圏域内の魅力を引き出

し、圏域内はもちろん、京阪神や首都圏などの大消費地を

ターゲットに新たな需要を開拓し、推進策を展開する。 

甲の役割  各種事業及びイベント等の参画と推進活動を行う。 

乙の役割 
 甲と共同し、各種事業及びイベント等の参画と推進活動

を行う。 

（取り組む事業） 

事業名 淡路島ブランドの構築やＰＲ 連携市名 

事業概要  洲本市 

淡路市 

食のブランド「淡

路島」推進協議会 

①島内戦略：６次産業化の推進、特産品の開発等 

②島外戦略：淡路島フェア等ＰＲ活動、島外販売拠点の整備等 

③コミュニティ戦略：マスコミを活用した積極的な情報発信等 

【成果】 

 淡路島の農畜水産物・加工食品の価値向上による農林水産業の活性化が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○島内戦略 

○島外戦略 

○コミュニティ 

戦略 

      

・「食のブランド 

淡路島」負担金 

・島外販売拠点の

整備・運営 

2,400 2,400 2,400 2,400 2,400 

 

5,300 

12,000 

 

5,300 

事業費（千円） 2,400 2,400 2,400 2,400 7,700 17,300 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 両市一体となったＰＲ活動 

指標② 島外販売拠点における売上額 
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 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（回） － － － － 3  

実績（回） － － － －   

指標② 
目標（円） － － － － 15,000,000  

実績（円） － － － －   
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（協定の内容） 

６次産業化等の

取組の推進 

取組の内容 
 圏域内の豊かな食材を生かした６次産業化及びブランド

化などの事業について連携を図る。 

甲の役割  推進会議の運営、行動計画の策定及び取組の推進を図る。 

乙の役割 
 甲と共同し、推進会議の運営に協力し、行動計画の策定

及び取組の推進を図る。 

（取り組む事業） 

事業名 ６次産業化等の取組の推進 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

①生産面積の拡大（７ha→２５ha 新規掘起し、早期成園化等） 

②シェアの拡大（２３％→５０％以上 消費拡大と PR 展開等） 

③新しい需要の創造（商工会・企業等との新規プロジェクト、共同加工、

新商品・メニューの開発等） 

【成果】 

兵庫のいちじくナンバーワン産地となることによる農林水産業の活性化が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○共同加工環境の

整備 

・設置検討 

      

事業費（千円） 

 ・加工場設置 

事業化検討 

    

 

 

0 

 

0 

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① いちじくの栽培面積 

指標② 現出荷市場におけるいちじくのシェア 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（ha） － － － 15.0 15.0  

実績（ha） － － －    
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指標② 
目標（％） － － － 50 50  

実績（％） － － －    
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（協定の内容） 

有害鳥獣による

農作物被害対策 

取組の内容 

 圏域内の有害鳥獣による農作物被害対策を推進する。 

(１) 捕獲の協力体制 

  有害鳥獣による農作物被害を防止するため、甲と乙が

連携しながら捕獲体制の強化を図る。 

(２) 共同処分場の調査及び設置 

  有害鳥獣として捕獲したイノシシなどを新たな地域資

源と位置付け、有効活用を図ることを目的とした共同処

分場の調査及び設置を検討する。 

甲の役割 

 関係住民、関係団体等と連携を図り、乙と情報交換及び

対策に向けた協議を行う。また、共同処分場についての調

査及び設置を検討する。 

乙の役割 

 甲と共同し、関係住民、関係団体等と連携を図り、情報

交換及び対策に向けた協議を行う。また、共同処分場につ

いての調査及び設置を検討する。 

（取り組む事業） 

事業名 有害鳥獣による農作物被害対策 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

【有害鳥獣の農作物被害対策】 

① 捕獲の協力体制 

・捕獲員の育成を目的とした技術向上研修会等の実施 

・捕獲報償費の調整及び捕獲に伴う諸条件の協議 

・連携市との情報交換会の開催 

・鳥獣被害対策実施隊の推進 

② 共同処分場の調査及び設置 

・イノシシなどを新たな地域資源と位置づけ、有効活用を図ることを

目的とした共同処分場の調査及び設置 

【成果】 

農作物への鳥獣被害軽減による農業生産量の増加。また、イノシシ等の新たな特産物の販

売による農林水産業の活性化が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○研修会及び情報

交換会等 

○共同処分場の設置 
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事業費(千円) 

・鳥獣被害防止対  

 策 

・研究検討費 

・設置調査費 

・実施設計 

・施設建設 

 

 

 

 

 3,000 

 

 

  

 

 

 

174,243 

 

 

174,243 

 

300 

 

1,000 

60,000 

 

348,486 

 

300 

3,000 

1,000 

60,000 

事業費（千円） 3,000 0 0 174,243 235,543 412,786 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① イノシシの捕獲数 

指標② シカの捕獲数（洲本市のみ） 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（頭） － － － 2,800 2,850  

実績（頭） － － －    

指標② 
目標（頭） － － － 1,100 1,100  

実績（頭） － － －    
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（４）環境・エネルギー 

 

（協定の内容） 

再生可能エネル

ギーの活用 

取組の内容 

 あわじ環境未来島構想に掲げる「エネルギーの持続」を

基本コンセプトに、圏域内の地域資源を生かした再生可能

エネルギーの活用等に取り組む。 

特に、ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）施設等の広域活

用Ｂ５燃料（ＢＤＦ混合軽油）の普及、竹資源のチップ化・

熱利用について取組を進めていく。 

甲の役割  再生可能エネルギーの活用に向けた取組を推進する。 

乙の役割 
甲と共同し、再生可能エネルギーの活用に向けた取組を

推進する。 

（取り組む事業） 

事業名 再生可能エネルギーの活用 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

・あわじ環境未来島構想に掲げる重点地区において、エネルギー等の自

立を基盤とし、暮らしが持続する地域社会の実現を目指す取組 

・ＢＤＦ施設等の広域活用 

Ｂ５燃料の普及にあたって、洲本・淡路両市による公用利用、民間企

業への使用の呼びかけ、ガソリンスタンドでの販売呼びかけ等。 

また、Ｂ５精製プラントについては、当面、洲本市のプラントを積極

的に活用していくこととし、将来的には、プラントを統一し、両市の

廃食用油について一括処理を検討 

・竹資源供給体制整備 

ウェルネスパーク五色等の温浴施設に導入する竹チップを主燃料とす

るバイオマスボイラー用燃料を製造・流通する体制を整備するため、

竹林の整備活動等を行う団体等を支援する 

・太陽光発電システム設置の推進 

【成果】 

あわじ環境未来島構想に掲げる目標に寄与することで、淡路島の活性化が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○重点地区事業 

○ＢＤＦ・Ｂ５燃

料の利用促進 

○竹資源供給体制

整備 

○太陽光発電シス
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テム設置の推進 

事業費(千円) 

・あわじ環境未来島

構想推進事業費 

・ＢＤＦ・Ｂ５燃

料の利用促進 

・竹資源供給体制

整備モデル事業 

・住宅用太陽光発

電システム補助 

 

 

 

4,000 

 

 

 

 

 

24,800 

 

4,938 

 

 

 

 

 

7,478 

 

4,000 

 

 

 

 

 

7,700 

 

6,000 

 

500 

 

1,500 

 

5,400 

 

18,938 

 

500 

 

1,500 

 

45,378 

事業費（千円） 0 28,800 12,416 11,700 13,400 66,316 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

あわじ環境未来島構想推進事業（兵庫県） （県）３分の２ （市）３分の１ 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 廃食用油の回収量 

指標② 竹林整備活動団体数 

指標③ 住宅用太陽光発電システム補助件数 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（kl） － － － 25 26  

実績（kl） － － －    

指標② 
目標（団体） － － －  3  

実績（団体） － － －    

指標③ 
目標（件） － － － 55 65  

実績（件） － － －    
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３．結びつきやネットワークの強化 

 

（１）地域公共交通 

 

（協定の内容） 

公共交通空白地

帯の解消 

取組の内容 

 公共交通の経路又はダイヤで対応できない地域や時間帯

での圏域住民の交通アクセスについて、デマンド型での運

行や最寄りの交通機関へのアクセス方法について調査研究

を行い、既存のバス路線等との整合を図りつつ、総合的な

交通体系の構築を行う。 

甲の役割 
 公共交通に関するニーズ調査を乙と行い、総合的な交通

体系の構築を図る。 

乙の役割 
 甲と共同し、公共交通に関するニーズ調査を行い、総合

的な交通体系の構築を図る。 

（取り組む事業） 

事業名 公共交通空白地帯の解消 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

○公共交通に関し、以下の点について調査を行い、計画策定及び事業
を実施する。 

・新規路線の開拓、既存路線の再編、需要に応じた運行形態の模索 

・交通弱者の身近な足の確保、バス停までの移動手段の必要性、重要

バス停の整備、高速バスとの接続 

・タクシー事業者の活用、社会福祉協議会等福祉事業者との連携 

・観光路線の成立可能性、生活路線と観光路線の両立可能性の検討 

【成果】 

圏域住民の移動に係る利便性向上が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○交通計画策定 
・アンケート調査 
・計画策定 
・事業実施 
 (既存＋新規分) 

 
 

 

     

事業費(千円) 
・既存路線維持 
  鮎原線 
  縦貫線 
・計画策定費 
・新規路線事業 
・高速バスＩＣ 
カード化事業 

 
5,775 

(5,775) 
 

 

 
9,226 

(9,226) 
 

4,830 

 
27,601 
(8,337) 

(19,264) 
 
 
 

 
24,071 
(7,119) 

(16,952) 
 
 

4,000 
 

 
33,500 

(13,500) 
(20,000) 

7,000 
 

1,600 
 

 
100,173 
(43,957) 
(56,216) 

11,830 
 

5,600 

事業費（千円） 5,775 14,056 27,601 28,071 42,100 117,603 
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【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

（補助名称）バス対策（国庫協調補助路線維持）費補助 

（補助率等）補助対象経常費用と経常収益との差額 

単独市域の場合：（国）４分の２、（県）４分の１、（市）４分の１ 

複数市域の場合：（国）６分の３、（県）６分の２、（市）６分の１ 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 公共交通に関するニーズ調査を行い、総合的な交通体系の構築をめざす 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 縦貫線 平均乗車密度 

指標② 鮎原線 平均乗車密度 

指標③ 高速バスＩＣカード利用率 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － 5.0 5.0  

実績（人） － － －    

指標② 
目標（人） － － － 2.0 2.0  

実績（人） － － －    

指標③ 
目標（％） － － － 10 10  

実績（％） － － －    
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（２）デジタル・ディバイドの解消へ向けたＩＣＴ（情報通信技術）インフラ整備 

 

（協定の内容） 

ＩＣＴを活用し

た情報発信の連

携 

取組の内容 
 ツイッター、フェイスブック等の新しい情報伝達手段の活

用について、調査研究を行い、住民への理解醸成を図る。 

甲の役割 
 最新技術の動向を研究し、情報交換を行うとともに、職員、

住民向けの講習会を乙と連携して行う。 

乙の役割 
 甲と共同し、最新技術の動向を研究し、情報交換を行うと

ともに、職員、住民向けの講習会を甲と連携して行う。 

（取り組む事業） 

事業名 ＩＣＴを活用した情報発信の連携 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

・最新技術動向の研究及び情報交換を行う。 

・職員、住民向けの講習会を行う。 

 

【成果】 

行政のきめ細かなサービス提供や住民の意見等のやりとりが今よりもスムーズになること

により、市民の生活の向上が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○講習会の実施       

事業費（千円） 

・講習会の実施 

      

0 

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

各市が負担する。 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 連携市職員を対象とした最新技術動向についての調査・研究会の開催 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（回） － － － 1 1  

実績（回） － － －    
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（協定の内容） 

ＩＣＴを活用し

た防災情報の連

携 

取組の内容 
 災害時において、確実な情報を迅速に発信するため、行政

防災無線等の情報伝達システムについて調査研究を行う。 

甲の役割 

 兵庫県の防災情報システムとの整合性を図りつつ、情報伝

達システムの導入に向けた情報交換及び共同利用の調査研

究を乙と連携して行う。 

乙の役割 

 甲と共同し、兵庫県の防災情報システムとの整合性を図り

つつ、情報伝達システムの導入に向けた情報交換及び共同利

用の調査研究を行う。 

（取り組む事業） 

事業名 ＩＣＴを活用した防災情報の連携 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

・ＩＣＴシステムの活用した結びつきやネットワーク強化のための 

取組 

 

【成果】 

防災・行政情報の住民への伝達をスムーズにすることで、住民の安全・安心な生活の確保が

図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○ＩＣＴを活用 

した情報発信 

      

事業費（千円） 

・検討／ソフト 

開発等 

   

 

   

0 

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 防災担当者同士による意見交換会の開催、調査研究（平成 29 年度以降） 

指標②  

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

検討 
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指標① 
目標（回） － － － － 1  

実績（回） － － － －   
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（３）地域内外の住民との交流・移住促進 

 

（協定の内容） 

都市など他の地

域の住民との交

流促進、定住・

定着の取組 

取組の内容 

 圏域内の歴史、文化、自然、産業等の地域資源を活用し

た交流を推進する。また、空き家バンクや都市部での移住

相談会など、各種事業において、甲、乙及び関係団体（宅

建協会、ＮＰＯ法人等）の連携を深め、移住促進を図る。 

甲の役割 

 関係団体等の行う事業の支援及び取組の調整を行う。ま

た、共同利用する空き家バンクシステムの開発及び設置を

行う。 

乙の役割 

 甲と共同し、関係団体等の行う事業の支援及び取組の調

整を行う。また、甲と共同利用する空き家バンクシステム

の開発への協力及び連携を行う。 

（取り組む事業） 

事業名 都市など他の地域の住民との交流促進、定住・定着

の取組 

連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

・淡路島くにうみ協会への負担金 

・空き家バンクの共同利用に向けたシステムの運用 

・あわじ田舎暮らし総合相談窓口との連携 

・淡路島フィルムオフィス事業等の支援 

【成果】 

  

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○淡路島くにうみ

協会負担金 

○空き家バンク 

 ・システム運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

事業費(千円) 

・淡路島くにうみ

協会負担金 

・システム運用費 

・空き家改修支援 

・多自然居住支援

協議会負担金 

 

8,678 

 

0 

 

8,678 

 

1,040 

 

100 

 

12,951 

 

1,080 

 

100 

 

8,678 

 

1,080 

5,000 

100 

 

8,700 

 

1,200 

5,000 

100 

 

47,685 

 

4,400 

10,000 

400 

事業費（千円） 8,678 9,818 14,131 14,858 15,000 62,485 
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【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 空き家バンクへの登録物件数 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － 10 20  

実績（人） － － －    
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（協定の内容） 

文化芸術の振興

を通じた地域内

外住民の交流 

取組の内容 

 文化芸術の振興を通じ、地域内外との住民交流を促進す

るため、圏域内の各関係団体と連携を図り、交流人口の増

加及び地域活性化を推進する。 

甲の役割 
 圏域内の各関係団体と連携を図り、文化芸術を振興す

る。 

乙の役割 
 甲と共同し、圏域内の各関係団体と連携を図り、文化芸

術を振興する。 

（取り組む事業） 

事業名 文化芸術の振興を通じた地域内外住民の交流 連携市名 

事業概要  
洲本市 

淡路市 
・淡路島アートフェスティバル（瀬戸内国際芸術祭支援事業）への支援 

【成果】 

交流人口の増加、経済効果や地域活性化が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○アートフェステ

ィバルの支援 

○連携事業支援 

      

事業費(千円) 

・芸術祭支援 

 

1,000 

 

0 

 

0 

 

0 

 

0 

 

1,000 

事業費（千円） 1,000 0 0 0 0 1,000 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 
次回アートフェスティバルの開催が平成 31 年度であるため、未設定 

（平成 28 年度は、淡路島アートフェスティバルが未実施のため、予算措置なし） 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － － －  

実績（人） － － － － －  
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（取り組む事業） 

事業名 すもとアルファビアミュージアムの改修 連携市名 

事業概要  

洲本市 

淡路市 

・淡路花博２０１５花みどりフェアのサブメイン会場となる洲本市中心

市街地エリア内にある近代化産業遺産の「すもとアルファビアミュー

ジアム」を公開・開放し、花みどりフェア来訪者への案内や各種イベ

ントを実施するため、施設の改修を行い、観光、交流、文化活動の利

用を行う。 

【成果】 

当施設は平成１２年より閉館中だが、花みどりフェアの開催期間中公開し、好評を得たこ

とで、当施設の再利用を検討するとともに、継続した再利用が実現すれば、圏域内の観光

振興が期待できる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○施設改修       

事業費(千円) 

・施設改修 

 

0 

 

20,000 

 

18,553 

 

0 

 

0 

 

38,553 

事業費（千円） 0 20,000 18,553 0 0 38,553 

【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 今後の改修予定がないため、未設定 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － － －  

実績（人） － － － － －  
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４．圏域マネジメント能力の強化 

 

（１）圏域内市の職員等の交流 

 

（協定の内容） 

市職員等の連携

と能力向上 

取組の内容 

 市職員等の能力向上及び政策課題の対応能力を高めるた

め、専門家の招へい及び合同研修会を行う。また、圏域全

体を考えた政策立案を行うことができるよう、職員の意見

交換等の場を設け、圏域の行政サービスの向上を図る。 

甲の役割 

 専門家の招へい及び合同研修会を開催する。また、甲の

実施する専門家の招へい及び研修会の情報を乙に提供し、

乙の職員の参加の機会を提供するとともに、意見交換等の

場を設ける。 

乙の役割 

 甲と共同し、専門家の招へい及び合同研修会を開催する。

また、乙の実施する専門家の招へい及び研修会の情報を甲

に提供し、甲の職員の参加の機会を提供するとともに、意

見交換等の場を設ける。 

（取り組む事業） 

事業名 市職員等の連携と能力向上 連携市名 

事業概要  
洲本市 

淡路市 
・意見交換会及び合同研修会の開催 

・専門家の招へい 

【成果】 

圏域全体を考えた政策立案の出来る職員の育成を図ることによる、行政サービスの質の向

上が図れる。 

スケジュール 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 計 

○意見交換会等 

○専門家招へい 

 ・計画策定 

  意見交換会・ 

  合同研修会 

 ・招へい 

      

事業費(千円) 

・意見交換会等 

・専門家の招へい 

 

300 

 

 

413 

 

 

415 

 

 

600 

 

 

600 

6,000 

 

2,328 

6,000 

事業費（千円） 300 413 415 600 6,600 8,328 
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【国県補助事業等の名称、補助率等(平成 28 年度)】 

 

【連携市の役割分担に係る基本的な考え方】 

 

※ 事業費は、ビジョン策定時点での見込額です（毎年度見直します）。 

（取組の成果（「指標」及び「目標と実績」）） 

 ア．指標 

指標① 合同研修会への参加人員 

指標② 対象職員に対する研修修了者の割合 

 イ．目標と実績 

成果の状況 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 備考 

指標① 
目標（人） － － － 84 84  

実績（人） － － －    

指標② 
目標（％） － － － 50 65  

実績（％） － － －    
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第５章  今後の検討課題 

 

本共生ビジョンは、定住自立圏の形成に向けた具体的なアクションプランとしての性格を持

ち、計画期間は５年間となっています。 

しかしながら、定住自立圏の形成には、中長期的な視点からの継続的な取組も必要です。 

したがって、事業の実施にあたり、協議に時間を要するものや現状の関連制度・財政面から

見て、将来的に取組を検討すべきものなど、定住自立圏の形成に向けて必要であっても、直ち

に本共生ビジョンに反映できない事項については、「今後の検討課題」として位置づけ、継続

的に研究・検討を進めることとします。 

今回、「今後の検討課題」として、淡路島定住自立圏共生ビジョン懇談会委員からさまざま

な意見・提案がありましたので、以下に付します。 

また、圏域内の市長による懇談を通して、協議された課題なども合わせて記します。 

 

１．淡路島定住自立圏共生ビジョン懇談会委員からの意見・提案 

 

○３つの視点に関する意見・提案 

 

①生活機能の強化 

 

・救急分野に関しては、ほぼシステムが確立してきている。ただ、淡路島内の産科

医療機関としては、県立淡路医療センターと聖隷淡路病院のほぼ２施設でお産を

まかなっている状況である。人口が減少している中で、子育て支援は各市が取り

組んでいるところであるが、安心してお産ができる環境の充実を図るためにも、

何らかの支援をしていく必要があるのではないだろうか。そのためにも、この淡

路島定住自立圏共生ビジョン（懇談会）でできることがあれば、項目を新たに追

加するなどしていただきたい。 

 

・淡路市においては、子宮がん検診に関して、兵庫県（兵庫県健康財団）の検診車

がなくなり困っている。産婦人科医の確保も含め、広域で検診を行ういろいろな

仕組みづくりが大切である。 

 

 ・淡路市では、子宮がん検診を１，４００名くらいが受診していたが、そのうち、

８００人くらいは検診車で受診していた。淡路市と淡路市医師会のマター（重要

案件）になるが、各医療機関にも協力をお願いせざるをえない。今後、産婦人科

の問題も含め、子どもを産む世代、子育て世代に対する医療の充実を図る必要が

あり、喫緊の課題であると感じている。 
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・医療分野も含め、「端」を作らない施策が必要である。「真ん中」ができると、ど

うしても内向きになってしまう。また、「端」では医療も受けにくい。実際、受

診のため、明石へ行く人もいる。淡路島定住自立圏は２市ということもあるが、

この点も検討していただきたい。 

 

・全国のあちこちで災害が発生している。そのため、災害医療における行政（国・

県・市町村）間の連携が大切である。異なる行政機関をまたがると、情報共有・

情報交換が複雑になる。この定住自立圏構想がうまく情報共有などができる仕組

みになればと思う。 

 

 ・図書館の貸し出し・利便性の向上については、昨年、システムを変更したことで

利便性が向上した。また、この２年ほどは、図書館で新刊の購入数が増え、以前

よりも充実してきた。さらに、インターネットを介して、よく売れている本・人

気のある本は、予約者も多く、待機期間が長くなった。これらのことは、図書館

の周知を行い、広く認識されてきたことで、利用者が増えた結果であり、本当に

ありがたいことである。 

 

・昨年、洲本図書館が「一度は訪ねて読書をしたい美しい図書館」ランキングにお

いて、西日本で３位に選ばれ、うれしい思いをした。しかしながら、建築から２

０年近くになってきたこともあり、施設のあちこちが傷んでおり、補修が必要で

ある。 

 

・図書館の重要な業務のひとつとして、蔵書管理がある。ハード面は充実してきた

が、ソフト面では、人材を有効に活用するためにも個々のスキルを伸ばしていた

だく必要がある。特に、身分保障がはっきりとしていないこともあってか、意欲

が伸びていない面が感じられる。司書は、本と資料に関しては、莫大な情報と知

識を持っている。図書館のさらなる充実を図るためにも、両市の図書館において、

この面ではまだ力の入れる余地があるのではないだろうか。今後、さらに司書の

充実を図るとともに、研修などを通してスキルを伸ばす取り組みを期待したい。 

 

 ・スポーツの推進に関しては、平成２６年度から提案している。スポーツを通して

交流人口の増加を図るとともに、淡路島の観光振興を兼ねて、全国規模で淡路を

知ってもらおうと、両市の施設を使ってスポーツフェスティバルなどを実施して

いる。当初は、洲本市文化体育館とアスパ五色で実施していたが、会場が不足し

てきたため、これからは淡路市とも連携し、本格的に実施していきたい。また、

新たな種目の導入も含め、将来的には、実行委員会を一本化していきたい。さら

に、両市の施設間交流や施設のあり方についても考えていきたい。 
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・観光面では、交流人口を増やすため、近年では、明石海峡大橋の通行料の値下げ

や淡路花博２０１５花みどりフェアの開催、淡路島観光大使である桂文枝さんに

よるテレビコマーシャルなどを積極的に行ってきたこともあって、ここ３年は、

順調に増えている。 

 

・淡路島は、京阪神からの客が７０％を超えているが、昨今は、インバウンドをど

のように受け入れるのかが大きな課題である。洲本市では、関空航路就航の話も

あるが、宿泊施設での受入体制やサイン類の多言語対応などの取り組みも必要で

あり、この淡路島定住自立圏でも検討していただきたい。 

 

・海外だけでなく、首都圏からの来島客もまだ少ないため、これからはいかに洲本

市と淡路市の魅力を広く発信していくのかを、ＳＮＳなども含め、あらゆる手段

を使って発信することで、淡路島を幅広くＰＲしていきたい。 

 

・鳥獣被害が多数発生していることから、処理施設を検討していくということだが、

これまでも柵などを作り、対策してきたと聞いている。しかしながら、捕獲者の

高齢化が進んでいることから、捕獲した大きな鳥獣を移動・処理するのが困難に

なっている。また、埋設するにしても、浅く埋めると、野犬などに掘り返される

恐れもあるため、ユンボ（油圧ショベル）などを使って深く埋設しなければなら

ないこともあって、狩猟免許を保有している人は、その対策を懸念している。適

切な対策を講じていただきたい。 

 

・あわじ環境未来島構想では、竹林整備の関係で、平成２９年度から竹チップボイ

ラーがウェルネスパーク五色内の「ゆ～ゆ～ファイブ」で稼働すると聞いている

が、それに伴う竹チップの生産者（提供者）は確保できているのだろうか。竹チ

ップの製作には経費がかかる。竹チップは熱効率がいいし、環境面から見ればい

いのかもしれないが、五色で完成後、淡路市でも利用されると聞いており、将来

を見据えた連携をしっかりとやっていただきたい。 

 

②結びつきやネットワークの強化 

 

・地域公共交通の観点から言えば、在来線の維持・確保が大切であるが、淡路島に

おけるマイカーの普及もあり、在来線は状況悪化の傾向が続いている。（廃止・

減便も含め）限られた輸送力から見ても、合理化せざるをえないという状況があ

る。 
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・一方、高速バスの領域では、神戸・大阪方面への足の確保という意味合いにおい

て、また、公立高校の学区再編により、島外への通学が可能になったこともあり、

行動範囲が広くなった。タイムリーな話題で言えば、本四海峡バス・西日本ＪＲ

バスのＩＣ化が報道された。淡路交通は対応が遅れているが、今後、協議を進め

ていきたい。 

 

・（先述の通り）在来線は輸送力に限界がある。人口減少、中でも労働人口の減少

にはバスの運転手も含まれている。できれば、この種の問題の解決に関しては、

事業者だけでなく、行政も一歩進んだ形で協議していただくことを期待したい。 

 

・高齢者を含む乗客が乗降しやすいように、路線バスでは、ノンステップバスの導

入が必要と考えており、今後、淡路交通でも取り組んでいく予定であり、ご支援

をお願いしたい。 

 

・最近、老人が運転する車の事故が増えている。来春の改正道路交通法の施行によ

り、７５歳以上の高齢運転者のうち、認知症などで車を運転できない人が出てく

る可能性もある。そのため、まだ珍しい事例だと思うが、免許証を返納すれば、

報奨金としてタクシー券が交付される自治体もあるとの報道も見受けられる。淡

路島は、路線バスの運行便数が少ないことに加え、介護の問題などもあって、タ

クシーを利用せざるをえない人も多数いるようだが、今後、このような問題への

対応も検討していただきたい。 

 

・情報通信の分野でも、労働人口は減少している。弊社の例を挙げると、東京、名

古屋、京阪神で業務を受託し、地元で仕事をしているが、対応できるエンジニア

が少ない。もっと育てる必要がある。幼い頃に地元の中学校、高校で情報通信に

関する知識や技術を教え、島外の大学を卒業した後、淡路島に帰ってきてもらう

ためにも、働く場を増やすことが必要である。情報通信分野での雇用機会は、ま

だまだ少ないと感じている。 

 

・以前から東京は競争が激しかったが、最近はますます激化している。競合他社も

多く、レベルが非常に高い。淡路島はまだそれほど競争が激しくない。そのため、

東京から撤退して、地方へ移る事業者もいる。それでも、地方では人材不足に悩

まされているが、今後、東京でも勝てるレベルの人材を育成することが必要であ

る。 

 

・情報通信の歴史を振り返ってみると、「ＩＴ」が「ＩＣＴ」になり、最近は「Ｉ

ｏＴ」に変化している。インターネットだけでなく、「インターネットとモノを
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つなぐ仕事」ということで、新しいビジネスもどんどん生まれている。そのあた

りのことも、次回策定の淡路島定住自立圏共生ビジョンに盛り込んでいただきた

い。未来のエンジニアを淡路島で育てることが大事であり、それを準備しておく

ことが、働く場の提供と人口の増加につながると思う。 

 

・資料中の人口の推移を見ると、平成２７年の国勢調査ではかなり減っていると思

う。不動産市況から考えると、淡路地域はこれからも地価が下がっていくだろう

と見ている。不動産業界においては、人口が最も大切であり、人口が減ると不動

産の需要も下がる。人がいない地域の不動産価値は上がらない。何らかの対策を

期待したい。  

 

・公立高校の学区再編で言えば、これからは１つの行政区域に高校が１校という時

代になるだろう。利用者の利便性を図るためにも、バス料金の値下げはできない

だろうか。明石海峡大橋の通行料の値下げもあり、橋代は安くなったが、電車料

金と比べると、交通費はまだ高いと感じている。 

 

・空家等対策の推進に関する特別措置法が施行されたことにより、（除却などの）

空き家の代執行が可能となった。その一方で、空き家の活性化を考えているが、

需要がない。需要をどのように呼び起こすのかが問題だが、地域には購買力がな

い。そのため、神戸などの都市部からもっと人を呼び込むための移住・定住の促

進が必要があり、淡路島定住自立圏での取り組みを期待したい。 

 

・農業振興地域（農振地域）に関して言えば、現在は、人口が増加することを前提

に計画が作成されている。ただ、農振地域内では、ほとんど新たに家を建てるこ

とができない。誰かがいなくならないと、家が建てられない。そうなると、地域

がどんどん衰退してしまう。今後、少しでも人口が増えて、不動産の資産価値が

下がらないことを願っている。 

 

③圏域マネジメント能力の強化 

 

○その他の意見・提案 

 

・定住自立圏構想において、洲本市と淡路市の連携は有益と思われる。ただ、医療

面、観光面などから見れば、「淡路島」というくくりがしっくりとくるので、実

現の可能性は分からないが、この中に南あわじ市も入って、３市が連携して取り

組んでみるのはいかがか。 
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２．圏域内の市長による懇談概要 

 

〔定住自立圏構想に関するテーマ〕 

 

□ 定住自立圏構想について 

１．定住自立圏構想は３市が協力して進めることが望ましい。そのためにも、引き続き、

中心市である洲本市には、南あわじ市への参加を呼びかけていただきたい。 

２．現在の「淡路島定住自立圏共生ビジョン」は、平成２９年度までの５ヶ年計画であ

る。せっかくこのような仕組みができたのだから、平成３０年度以降も継続される

ことが望ましい。なお、「次期計画」を策定する際には、３市で取り組むことを再度

検討してもいいのではないか。 

３．定住自立圏構想の本旨から見れば、２市だけのことではなく、淡路島全体のことを

考えて実施することが望ましい。 

４．このように首長同士が意見交換の場を持つことは有意義なことであり、来年度以降

もこの取り組みを継続していきたい。 

 

〔個々のテーマ〕 

 

□ 観光振興について 

 １．観光立島である淡路島にとっては、インバウンドで成功することが大切である。 

     そのためにも、対象者の受け入れ体制をしっかりと整えていきたい。 

   ２．インバウンドで来た人に何らかのメリットを与えられる取り組みが必要ではないか。 

   ３．紀淡連絡道路の実現に向け、粘り強く取り組んでいく必要がある。 

 

□ 公共交通の充実について 

１．平成３０年３月に供用開始予定の（仮称）中川原スマートインターチェンジが完成

すれば、人やモノなどの流れが変わるのではないか？ 

２．淡路市北部生活観光バス路線（コミュニティバス）の「あわ神・あわ姫」の取り組

みはいい。将来的には、広域（行政事務組合）で運営してもいいのではないか。 

３．北部バスは、学校再編対策として、生徒の足を確保するためだったが、利用者は多

い。 

４．コミュニティバスを走らせることは大切なことだが、「つながっていないコミバス」

になってはいけない。交通結節点を考えた上での検討が必要である。 

５．淡路島は、自家用車の保有率が高い。そのため、仮にバスを走らせることになって

も、すべての人を利用者に取り込むことは難しいだろう。ターゲットとなる人を想

定することも必要である。 
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□ ふるさと納税等について 

１．ふるさと納税は全国的にブームだが、過剰な返礼品に対する批判もあってか、最近

は少し落ち込んでいる地域もあるように思う。 

２．淡路市では、返礼品に頼るのではなく、制度本来の趣旨に立ち返り、小さなサービ

スも含め、１２８品目を集めた。中には、寄付者のお墓を清掃するなどのサービス

を加えており、好評を得ている。このような取り組みを通して、東京などとのつな

がりも少しずつ増えている。 

３．浅草に店舗を構えている「まるごとにっぽん」では、玉ねぎ関連の商品の売れ行き

が好調である。改めて、「淡路島のたまねぎ」は、ブランド価値が高いことを認識

した。 

 

□ コミュニティ活動について 

１．団塊の世代やもっと年配の高齢者が空き家を改修して住むケースが増えている。 

     ただし、移住者の中には、「人間関係に煩わされず、ゆっくりと暮らしたい」とい

う理由で町内会に加入しない人もいるが、真のコミュニティ活動を進めていくため

にも、町内会への加入が望ましい。 

２．田舎には、その田舎なりの「身の丈にあったまちづくり」が良い。背伸びしすぎて

はいけない。 

３．高齢者は増えているのに、老人会がない。敬老会などの参加者も減っている。何ら

かの対策が必要である。 

 

□ 雇用促進について 

１．リタイアした人は別として、特に若い世代を呼び込む際の前提条件として、働く場

所の確保は不可欠である。企業誘致の推進もしっかりと行っていきたい。 

 

□ 文化・スポーツ施設の整備について 

１．各地域に類似の施設を作らず、地域ごとに役割を分担する考え方が少しずつ浸透し

てきたように思う。 

２．最近の傾向では、施設を作るだけでは、利用者の満足度が上がらないように思う。

例えば、トレーニングセンターならば、しっかりとしたインストラクターを配置す

るなどの工夫が必要である。ハード（施設）とソフト（人）の一体的な整備が不可

欠である。 

３．人口減少が続く中で、新たな施設の建設は慎重にならざるを得ないが、それに加え

て、既存施設の老朽化対策も押さえておく必要がある。そのための計画づくりも進

められている。 

 

□ 地域医療の充実について 
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１．安心して日常生活を送ることができる環境の確保は不可欠である。 

２．「地域創生」の取り組みのひとつとして、出生率の向上を図るためにも、医師を確

保し、産婦人科の充実を図ることは必須の取り組みである。 

３．県立淡路医療センターでは、急激に出産希望者が増えているわけではないようだが、

今後も安心して子どもを産んでもらうためにも、産婦人科の充実は欠かせない。専

門医の確保や移動手段の充実も含め、しっかりとした体制を組む必要がある。 

 

□ これからのまちづくりについて 

１．合併してから１０年が過ぎたが、住民の意識が変わっていない地域も一部にはある。

さらに時間をかけて、丁寧に説明することが必要である。 

２．行政サービスは、やはり効率的であることが望ましい。その意味では、定住自立圏

構想の仕組みを生かして、今後もさまざまな取り組みを行うことが必要である。 

  



 

 
 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淡路島定住自立圏共生ビジョン 

 

 

発 行 ： 洲本市企画情報部企画課 
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ＦＡＸ ： ０７９９－２３－２３４０ 
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